
ブルゴーニュ公国と諸都市
―移動宮廷とそのモニュメントをめぐる試論―

1. はじめに

14世紀後半から15世紀後半にかけて独仏間に次第に領邦を集積し、独自の勢力を形成した

ヴァロワ家ブルゴーニュ公の支配領域、所謂ブルゴーニュ公国において、宮廷と数多の都市と

の関係、さらにはそれによって残された歴史的遺産を考えるにあたって、第一に注目しなけれ

ばならないのは、君主がどのような称号をもって統治したかである。何よりも宮廷が置かれた

公国主要都市とは、各領邦の首都ないしは中心都市であることが想定されよう1)。以下にまず、

初代公フィリップ・ル・アルディ（在位1363-1404年）の死没時（1404年）と四代目の最後の公

シャルル・ル・テメレール（在位1467-1477年）の根拠地ディジョンへの入市時（1474年）の二

つの時点について見てみたい。

1404年�月27日にブリュッセル近郊のハルで没した初代公フィリップの墓には次の碑銘が刻

まれている（強調は引用者)2)。

「ここに横たわるのは、いとも高貴にして善良なるご威勢高き君主で主の恩寵によりフラン

ス王たる［父］ジャン［�世］、および、その伴侶でボヘミアの良き王［ヤン］の娘たる奥方

［母］ボンヌの、息子フィリップ［・ル・アルディ］である。いとも高貴にしてご威勢高き君

主でこの教会の創建者であるフィリップは、ブルゴーニュおよびリンブルフの公にして、フ

ランドル、アルトワ、ブルゴーニュ（宮中）の伯でサラン領主、また、ヌヴェール、ルテル、

シャロレの伯にしてメヘレン領主であり、主の1404年�月27日にブラバントのハルにて他界

した。その霊魂のために謹んで祈り給え。」(CY GIST TREZ HAULT ET TREZ PUISSANT

PRINCE ET FONDEUR DE L’EGLISE DE CEANS, PHILIPPE FILS DE TREZ HAULT ET TREZ

EXCELLENT ET PUISSANT PRINCE JEHAN PAR LA GRACE DE DIEU ROY DE FRANCE [E]T

DAME BONNE, FILLE DU BON ROY DE BAIGNE, SA COMPAIGNE, DUC DE BOURGOIGNE ET

DE LEMBOURG, COMTE DE FLANDRES, D’ARTOIS ET DE BOURGOIGNE, PALATIN,

SIRE DE SALINS, COMTE DE NEVERS, DE RETHEL ET DE CHAROLOIS ET SEIGNEUR
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DE MALINES, QUI TREPASSA A HALLE EN BRABANT LE XXVIIE JOUR D’AVRIL, L’AN DE

GRACE MIL QUATRE CENT ET QUATRE, SI VOUS PLAISE PRIER DIEU DEVOTEMENT POUR

SON AME.)

この墓碑銘には初代公フィリップがかつて有した称号が列挙されているが、その存命中の文

書一般におけるそれとはやや異なっている。例えば、1386年�月20日付文書では、「フランス王

の息子にしてブルゴーニュ公、フランドル、アルトワ、ブルゴーニュ（宮中）の伯でサラン領

主、ルテル伯にしてメヘレン領主たるフィリップ」(Philippe, fils de roy de France, duc de

Bourgoingne, comte de Flandres, d’Artois et de Bourgoingne, palatin, seigneur de Salins, comte de

Rethel, seigneur de Malines)とある3)。

1384年�月30日に妻マルグリット･ド・フランドルを通じてフランドル伯の遺産を継承して

から1404年に亡くなるまで、この初代公の称号にほとんど異同は見られない。墓碑銘には故人

の経歴が最大限記されることからくる相違と取れるが、まず目につくのは墓碑銘に見られるリ

ンブルフ公位である。リンブルフはブラバントと密接に結びついた領邦であるが、後者の公位

継承問題に介入した初代ブルゴーニュ公は、1387年および1389年にリンブルフ公領および「ムー

ズ河向こうの地」の抵当権をブラバント女公ヨハンナ（ブルゴーニュ公妃マルグリットの母方

の伯母）から譲与され、さらに1396年には全所有権を獲得していた。こうして、ブルゴーニュ

公は1387年以降早くもリンブルフとその附属地を掌握し、それは1406年12月18日に正式に公位

に就く次男アントワーヌに継承されていくことになる。但し、紆余曲折の末、同公領がブラバ

ント公領とともにブルゴーニュ公家直系の第�代公フィリップ・ル・ボン（在位1419-1467年）

によって継承されるのは、1430年の時点である4)。

次にヌヴェール伯位について、ドンズィ・バロン領とともに1384年の継承直後（�月16日）

に嫡子であるのちの第�代公ジャン・サン・プール（在位1404-1419年）に付与された結果、初

代公はその称号を文書には付さなかった。但し、年若きヌヴェール伯は公の庇護下に置かれ

た5)。また、1390年にアルマニャック家から購入されたシャロレ伯領についても、予め意図し

てのことか、半ばブルゴーニュ公領のバイイ管区の一つに組み込まれつつ、ヌヴェール伯位同

様に嫡子の称号として留保され（1405年にのちの第�代公フィリップに対し、また1433年にの

ちの第4代公シャルルに対して）、この称号もブルゴーニュ公が名乗ることはなかった6)。

それでは、初代公死没時から70年経った後、最後の公シャルルが、その根拠地ディジョンに

おいて華々しく入市を行った時はどうであろうか（強調は引用者)7)。

「主の恩寵により、ブルゴーニュ、ロティエ、ブラバント、リンブルフ、ルクセンブルクお

よびヘルレの公にして、フランドル、アルトワ、ブルゴーニュ（宮中）、エノー、ホラント、

ゼーラント、ナミュールおよびズトフェンの伯で、神聖帝国辺境伯、フリースラント、サラ

ンおよびメヘレンの領主たるシャルル［…］」(Charles, par la grace de Dieu, duc de Bourgoingne,

de Lothier, de Brabant, de Lembourg, de Lucembourg et de Gheldres, conte de Flandres, d’Artois, de

Bourgoingne, palatin, de Haynnau, de Hollande, de Zellande, de Namur et de Zuytphen, marquiz du

saint empire, seigneur de Frise, de Salins et de Malines ［…］）

これら最後の公の称号において付加されているのは、初代公の墓碑銘に見られたリンブルフ
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をも含めて、以下の通りである（括弧内は併合年）。ブラバント（1430年)8）、リンブルフ（1430

年)9)、ルクセンブルク（1443年)10)、ヘルレ（1473年)11）の各公領、エノー（1433年)12)、ホラ

ント（1433年）、ゼーラント（1433年）、ナミュール（1429年)13)、ズトフェン（1473年）の各伯

領、そしてフリースラント領主領（1433年）である。

なお、初代公が称したルテル伯位は、まず1404年に（形式的には1393年以来）その次男アン

トワーヌに譲与され、さらにアントワーヌがブラバント公領ほかを相続した後には、ブルゴー

ニュ公領およびフランドル伯領等を相続した長男ジャンからヌヴェール伯位を継承していた三

男フィリップのもとにわたり（1407年�月27日）、以来ルテル伯領は公家傍系のヌヴェール伯家

によって領有されることになった14)。また、ブルゴーニュ伯位に付随する「宮中［伯］(pala-

tin)」同様に、「ロティエ（下ロタリンギア）公（ducde Lothier)」および「神聖帝国辺境伯(marquiz

du saint empire)」の称号は、ブラバント公位に付随する旧帝国との関係に起因した名目的称号

であって、ここでは特に実体的な意味をなさないと考えてよい15)。

本稿では、これらブルゴーニュ公が有した称号を出発点として、まず以下の�つの視点から

ブルゴーニュ公国における移動宮廷とその主要都市との関係を模索していく。即ち、①これら

の称号に現れる領邦の首都（中心都市）とそこでの即位の儀式（入市式ないしは諸身分集会の

年月日）、もしくは儀式を伴ったかどうかは詳らかではないがその初めての入市、②これら領邦

の複合体を束ねる広域的な行政中心地となる会計院の所在地とその管轄、③第�代公フィリッ

プが創設し、公国政治エリートの集会かつ宮廷外交の場となる金羊毛騎士団総会の開催地（開

催年月日）、そして④ブルゴーニュ公影響下にある宗教的中心地で、ブルゴーニュ宮廷および公

国統治と密接なかかわりをもつ司教の拠点となる司教座（公国内の有力な修道院・教会機関も

関連）である。そして最後に、それらの各領邦中心都市が公国全域のどの程度の都市を代表し

うるのかを、1464年頃に作成された「全国議会」招集リストに表れる都市から考えてみたい16)。

2. 公国各領邦の中心都市

ここでは、第�の視点から、南のブルゴーニュ諸地方と北の低地諸地方にそれぞれ領域的ま

とまりをなすブルゴーニュ公国の南北のブロック毎に、称号に現れる領邦とその中心都市、さ

らにそれらに付随する周辺支配領域を（原則的に）年代順に見ていく（なお、�〜16の番号は、

上述した第�代公シャルルの称号に表れる領邦にのみ付した。また、略記PLHは初代公フィ

リップ、JSPは第�代公ジャン、PLBは第�代公フィリップ、CLTは第�代公シャルルを指し、

その後の年月日は即位後最初の入市年月日を示す)17)。

南

�．ブルゴーニュ公領 (duché de Bourgogne) 1363年∼

A. ディジョン (Dijon)18） PLH1364.11.26/ JSP1404.6.17 / PLB1422.2.19 / CLT1474.1.23

B. ボーヌ (Beaune)19） PLH1364.11.27? / JSP1404.12.11? / PLB1422.4.24 / CLT×

※オタン (Autun)

※シャロン (Chalon)

�．ブルゴーニュ伯領 (comté de Bourgogne) 1384年∼

C. ドル (Dole)20）(PLH1374.10.7?) JSP1415.1.26? / PLB1422.3.3 / CLT1474.2.21
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�．サラン領主領 (seigneurie de Salins) 1384年∼

D. サラン (Salins)21)（PLH1376.11.15?) JSP1415.1.28? / PLB1422.3.22? / CLT1474.3.9?

―ヌヴェール伯領 (comté de Nevers)22） 1384年〜 ※1384年〜名目上嫡子へ、1405年〜傍系へ

※ヌヴェール (Nevers)

―ドンズィ・バロン領 (baronnie de Donzy) 1384年〜 ※同上

―シャンパーニュの地 (terres de Champagne) 1384年〜 ※1405年〜傍系へ

―シャロレ伯領 (comté de Charolais) 1390年〜 ※1405年〜名目上嫡子へ

※シャロル (Charolles)

―トネール伯領 (comté de Tonnerre)23） 1407〜1435年 ※1436年〜シャロン家へ

―マコン伯領 (comté de Mâcon)24） 1424年〜

※マコン (Mâcon)

―オセール伯領 (comté d’Auxerre) 1424年〜

※オセール (Auxerre)

―バル=シュル=セーヌ城代領 (châtellenie de Bar-sur-Seine) 1424年〜

―シャトォ=シノン領主領 (seignerie de Château-Chinon) 1454年〜

―上アルザスの地 (terres de Haute-Alsace) 1469〜1474年

※エンシスハイム (Ensisheim)

―フェレット伯領 (comté de Ferrette) 1469〜1474年

北

�．フランドル伯領 (comté de Flandre) 1384年∼

E. ブルッヘ (Brugge)25） PLH1384.4.26 / JSP1405.4.30 / PLB1419.9.22 / CLT1468.4.9

F. ヘント (Gent)26） PLH1386.1.4 / JSP1405.4.15 / PLB1419.9.20 / CLT1467.6.28

G. イーペル (Ieper)27） PLH1384.4.24? / JSP1405.5.15 / PLB1419.9.23 / CLT1469.5.15?

H. リル (Lille)28） PLH1384.2.17? / JSP1405.4.12 / PLB1419.9.25 / CLT1468.4.7

I. ドゥエ (Douai)29） PLH1384.3.10 / JSP1405.6.25 / PLB1421.5.6 / CLT1472.5.15

�．アルトワ伯領 (comté d’Artois) 1384年∼

J. アラス (Arras) 30） PLH1384.2.13? / JSP1405.8.12? / PLB1419.10.1? / CLT1469.3.16

K. サン=トメール (Saint-Omer) 31) PLH1389.11.14? / JSP1406.10.30? / PLB1421.9.9? /

CLT1469.4.22

�．メヘレン領主領 (seigneurie de Malines / Mechelen) 1384年∼

L. メヘレン (Mechelen)32） PLH1384.3.21? / JSP1405.4.23? / PLB1419.10.8 / CLT1467.7.3

―ルテル伯領 (comté de Rethel) 1384年〜 ※1404年〜傍系へ

―アントウェルペン領主領 (seigneurie d’Anvers / Antwerpen) 1384〜1406年、1430年〜

※1406〜1430年傍系へ

―ブローニュ伯領 (comté de Boulogne)33） 1416年〜

―ソンム河諸都市 (villes de la Somme) 1435年〜

※アミアン (Amiens)34）PLB1448.10.16? / CLT×

―ペロンヌほか城代領 (châtellenies de Péronne, Roye, Montdidier) 1435年〜

―カッセル領主領 (seigneurie de Cassel) 1437年〜
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�．ナミュール伯領 (comté de Namur) 1429年∼

M. ナミュール (Namur)35）PLB1429.3.13? / CLT1468.10.21?

	．ブラバント公領 (duché de Brabant) 1430年∼

N. ブリュッセル (Brussel)36）(PLH1384.3.16-21, 26-28 / 1398.3.26 / 1404.4.16-26 /

JSP1405.4.24-25 / 1411.1.11-18 / 1416.2.20-25）PLB1430.10.8 / CLT1467.7.14

O. レウヴェン (Leuven)37） PLB1430.10.5 / CLT1467.7.12


．リンブルフ公領 (duché de Limbourg) およびムーズ河向こうの地 (Landen van Overmaas)

1430年∼

P. マーストリヒト (Maastricht)38） CLT1467.12.17?

10．エノー伯領 (comté de Hainaut) 1433年∼

Q. モンス (Mons）39） PLB1433.5.14 ［Soignies, 1433.5.13]/ CLT1468.3.27

R. ヴァランシエンヌ (Valenciennes)40） PLB1433.5.16? / CLT1468.4.5

11．ホラント伯領 (comté de Hollande) 1433年∼

S. デン・ハーフ (Den Haag)41） PLB1436.4.6? / CLT1468.7.19

12．ゼーラント伯領 (comté de Zélande) 1433年∼

T. ミッデルブルフ (Middelburg)42） PLB1436.5.3? / CLT1468.4.22

U. ツィーリクゼー (Zierikzee)43） PLB1436.3.26? / CLT1468.4.25

13．ルクセンブルク公領 (duché de Luxembourg) 1443年∼

V. ルクセンブルク (Luxembourg)44） PLB1443.11.22 / CLT1473.9.6?

14．ヘルレ公領 (duché de Gueldre / Gelre) 1473年∼

W. アルンヘム (Arnhem)45） CLT1473.8.11?

※ナイメーヘン (Nijmegen)46） CLT1473.7.19

15．ズトフェン伯領 (comté de Zutphen) 1473年∼

X. ズトフェン (Zutphen)47） CLT1473.8.4?

16．フリースラント領主領 (seigneur de Frise / Friesland) 1433年∼

3. 会計院所在地

次に、第�の視点から、上述したブルゴーニュ公の諸領邦を行政的に束ねる機能を果たした

中央行財政機関たる会計院の設置とその管轄の問題を取り上げる。諸々の会計院は、諸侯の直

轄領管理を軸として文書行政を展開し、政治の中心としての君主の宮廷と頻繁な通信を行いつ

つ、公国内における情報ネットワークを構築していった。その所産が、現在もとりわけディジョ

ン、リル、ブリュッセルに豊富に伝存する史料体としての会計院文書である。ここで詳述する

ことはできないが、ブルゴーニュ公国を含めた中世後期フランスにおける領邦会計院の成立と

意義については旧稿で論じたことがあり、差し当たりはそちらを参照されたい48)。また、未完

とはいえ、既に�分冊が出ている浩瀚なボティエおよびソルネによる公国全体の史料カタログ

自体が会計院を基軸にした広域行政の輪郭を浮彫にしており極めて有用である（以下、会計院

所在地のアルファベットは上述の記号を踏襲し、主な管轄領域のみ記す。また、括弧内の年号

は成立年および管轄期間)49)。
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南

A. ディジョン（1386年）

�ブルゴーニュ公領、�ブルゴーニュ伯領、�サラン領主領、ヌヴェール伯領（〜1405年）、

ドンズィ・バロン領（〜1405年）、シャンパーニュの地（〜1405年）、シャロレ伯領（1390年

〜）、トネール伯領（1407〜1435年）、マコン伯領（1435年〜）、オセール伯領（1435年〜）、

バル=シュル=セーヌ城代領（1435年〜）、シャトォ=シノン領主領（1454年〜）

―ヌヴェール（1405年、傍系へ）

ヌヴェール伯領、ドンズィ・バロン領、シャンパーニュの地、ルテル伯領（1407年〜）

北

H. リル（1386年）

�フランドル伯領、�アルトワ伯領、�メヘレン領主領、アントウェルペン領主領（〜1406

年）、ルテル伯領（〜1407年）、ブローニュ伯領（1416年〜）、10エノー伯領（1428年〜）、

�ナミュール伯領（1429年〜）、13ルクセンブルク公領（1427〜63年）、11ホラント伯領・

12ゼーラント伯領・16フリースラント領主領（1428〜46年）、ソンム河諸都市（1435年〜）

N. ブリュッセル（1404年、1430年傍系から直系へ）

	ブラバント公領、アントウェルペン領主領（1406年〜）、
リンブルフ公領およびムーズ河

向こうの地（1407年〜）、13ルクセンブルク公領（1463年〜）、11ホラント伯領・12ゼーラン

ト伯領・16フリースラント領主領（1463年〜）

S. デン・ハーフ（1446∼63年）

11ホラント伯領・12ゼーラント伯領・16フリースラント領主領

L. メヘレン（1473∼1477年）

H・N・［S］を統合

以上のように、当初南北各ブロックの中核となったディジョンおよびリルの�つの会計院に

よる管轄から、その後の北方の帝国側（東方）への領域拡大に伴う分離移管を通じて、ブリュッ

セル、デン・ハーフ、そして傍系へとわたったヌヴェールの�つの会計院の管轄へと移行した。

そして、短期間ではあるが、最後の公シャルルによって北部ブロックの管轄だけは、司法機関

のそれとも並行しつつ、1473年にメヘレンに統合されることとなったのである。このように、

公家傍系の拠点ヌヴェールは別として、ディジョン、リル、ブリュッセル、デン・ハーフ、メ

ヘレンが、公国における極めて重要な政治・行政の中核都市であったことは間違いない50)。

4. 金羊毛騎士団総会開催地

さらに第�の視点として、著名な金羊毛騎士団の総会開催地について考えてみたい。周知の

通り、同騎士団は第�代公フィリップのポルトガル王女イザベルとの結婚の際に創設され、公

国各地の高級貴族を結集するある意味制度的な場を形成し、ブルゴーニュ宮廷の中核をなして

いくことになる。また、公国周辺の有力な君侯家門との婚姻政策を展開するにあたって、それ

を補完する外交的役割をも果たした。同騎士団においては、全体として人口も多く領域的な広

がりをもつ北部ブロックの出身者が�割強を占めたのに並行して、その総会開催地も、1433年
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における本拠地ディジョンを除けば、すべて北部の主要都市が選ばれた。その選定に当たって

は、状況に応じた様々な思惑が絡んでいようが、宮廷政治エリートが結集するに相応しい重要

な都市が選ばれたものと推測することは可能である51)。

E. ブルッヘ 創設 PLB1430.1.10

H. リル 第�回総会 PLB1431.12.4

E. ブルッヘ[2] 第�回総会 PLB1432.12.2

A. ディジョン 第�回総会 PLB1433.11.29 ※唯一、南

N. ブリュッセル 第�回総会 PLB1435.11.30

H. リル[2] 第�回総会 PLB1436.11.29

K. サン=トメール 第�回総会 PLB1440.11.30-12.1

F. ヘント 第�回総会 PLB1445.12.12

Q. モンス 第	回総会 PLB1451.5.4

H. リル[3] 雉の誓いの宴 PLB1454. 2.17

S. デン・ハーフ 第
回総会 PLB1456.5.8

K. サン=トメール[2] 第10回総会 PLB1461.5.6

E. ブルッヘ[3] 第11回総会 CLT1468.5.14

R. ヴァランシエンヌ 第12回総会 CLT1473.5.8-9

以上のように、金羊毛騎士団総会の開催に、創設時の集会および雉の誓いの宴を含めると、

都合14回のいわば宮廷集会を挙げることができるが、ここに現れるのは
都市となる。ところ

で、ルキュプル=デジャルダンが、ブルゴーニュ公支配下の低地諸都市における祝祭・儀礼を分

析した研究で特に取り上げたのは、ブラバント公領の N ブリュッセル、エノー伯領の Q モンス

および R ヴァランシエンヌ、フランドル伯領の E ブルッヘおよび F ヘント、フランドル・ガリ

カントの H リルおよび I ドゥエ、そしてアルトワ伯領の J アラスおよび K サン=トメールの


都市である52)。上記に挙げた、南の旧都 A ディジョンとやや農村的とも言える宮廷都市 S デ

ン・ハーフがそこには含まれておらず、代わりに、I ドゥエと J アラスが含まれている。とはい

え、いずれもが公国の最重要な都市であることは言うまでもない。

5. ブルゴーニュ公影響下の司教座

ブルゴーニュ公が独仏間に広域的な支配を及ぼしたのは上述の通りであって、この広大な空

間には当然ながら多くの司教座とその管区が含まれていた。その教会管区は世俗の支配領域と

は基本的に合致しない。例えば、南のディジョン（ブルゴーニュ公領）はラングル司教区に属

するし、北のブリュッセル（ブラバント公領）やモンス（エノー伯領）はともに広大なカンブ

レ司教区に属している。しかし、キリスト教世界における世俗君主は、日々の祈りから信仰を

守る十字軍に至るまで教会とは不可分の関係にある。数多の君侯の中でも、フランス筆頭諸侯

のブルゴーニュ公が、後期十字軍を代表する存在であったことも見逃せない。冠婚葬祭等の君

主の通過儀礼において、司教や修道院長などの高位聖職者やその下に置かれた有力な修道院・

教会機関の聖職者は不可欠な役者であって、また、聖職者自体が君侯や有力貴族の家門に出自
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を持つことが多かったことも両者を切り離せない大きな要因である。

15世紀におけるブルゴーニュ公国の支配領域およびその影響圏にかかわる（大）司教座を象

徴的に示しているのが、1441年作成の第�代公フィリップの第�遺言書である。そこでは、南

部支配領域と重なるブザンソン（ブルゴーニュ公影響下で唯一の大司教座）、オタン、シャロン、

マコン、オセールの�司教区と、北部支配領域と重なるアミアン、アラス、カンブレ、トゥル

ネ、テルアンヌの�司教区の、（傍系にわたったヌヴェールを除き）ほぼ公国全域を覆う10司教

座聖堂に対し、年忌ミサが設定されている53)。

ブルゴーニュ公は、これらとその周辺の司教座における司教選出に深く関与していた。ブル

ゴーニュ公と司教の関係を包括的に分析したタバグに拠れば（但し、対象は、上記遺言書に見

られた10司教座のうち、カンブレに代えてヌヴェールを含めたもの）、ブルゴーニュ公治世の間、

都合57名が60の司教位に就いた54)。そのうち、総じて初代と第�代の治世では26件中12件ほ

ど、第�代と第4代の治世では34件中20件ほど、ブルゴーニュ公は司教選出を掌握し、明らかに

同公に敵対する司教はせいぜい�人程度であったという55)。以下に関連する司教座とブル

ゴーニュ公と密接な関係にあった代表的な司教のみを抽出しよう（公国への併合の時期区分は、

①PLH当初〜、②1384年〜、③15世紀〜。また、括弧内にはまず司教在位期間を記した後、その

他身分・経歴等を記す）。

南

ブザンソン(Besançon)②56） カンタン・メナール(Quentin Ménard)（1439-1462年)57）

オタン(Autun)①58） ジャン・ロラン(Jean Rolin)（1436-1483年；1448年枢機卿)59）

シャロン(Chalon-sur-Saône)①60） ジャン・ロラン（1431-1436年；のちオタン司教）／ジャ

ン・ジェルマン(Jean Germain)（1436-1461年；1430年金羊毛騎士団尚書)61）

マコン(Mâcon)③ エティエンヌ・ユゴネ(Etienne Hugonet)（1451-1472年？)62）

オセール(Auxerre)③ ロラン・ピニョン(Laurent Pignon)（1433-1449年；1412-1449年第�

代公聴罪司祭)63）

ヌヴェール(Nevers)② ジャン・ジェルマン（1430-1436年；のちシャロン司教）

北

アミアン（Amiens)③64）

アラス（Arras)② ジャン・カナール(Jean Canard)（1392-1407年；1385-1404年初代公尚

書)65）／マルタン・ポレ(Martin Poré[e]）（1407-1426年；第�代公聴罪司祭)66）

カンブレ（Cambrai）③67） ジャン・ド・ブルゴーニュ（Jean de Bourgogne)（1439-1479年；

第�代公庶子)68）

トゥルネ（Tournai)②69） ルイ・ド・ラ・トレモイユ（Louis de la Trémoille)（1388-1410年）／

ジャン・ド・トワズィ（1410-1433年；1419-1422年第�代公尚書)70)／ジャン・シュヴロ（Jean

Chevrot)（1436-1460年；評議会議長)71)／ギヨーム・フィラストル（Guillaume Fillastre)（1460-1473

年；1461年金羊毛騎士団尚書)72)／フェリィ・ド・クリュニィ(Ferry de Clugny)（1474-1483年；

評議会議長、1473年金羊毛騎士団尚書)73）

テルアンヌ(Thérouanne)②74) ダヴィド・ド・ブルゴーニュ(David de Bourgogne）（1451-1455

年；第�代公庶子）
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リエージュ（Liège)③75） ルイ・ド・ブルボン（Louis de Bourbon)（1456-1482年；第�代公

甥）

以上のように、最後の公が征服した都市リエージュと傍系にわたったヌヴェールを含めて都

合12の（大）司教座都市および司教区と、ブルゴーニュ公の世俗統治とが交錯した。これらの

司教座都市は世俗君主との関係ではそれぞれ異なる性格を有している点には留意しておくべき

である。フランス王国に位置するオタン、シャロン、ヌヴェール、アラス、テルアンヌは初代

公からその直接の統治下にあった。さらに第�代公は、フランス王とのアラスの協定（1435年）

で有利な立場からこれらにマコン、オセール、アミアンを付け加えることができた。フランド

ル伯領を覆う司教区を有するトゥルネについては、司教はブルゴーニュ公の右腕にも近い人物

が名を列ねたが、フランス王の都市のままであった。一方、帝国側では、ブザンソンは帝国自

由都市であり、公は守護権(garde)を握ったが、司教が世俗の司教領をもつ帝国教会制が適用さ

れるカンブレやリエージュでは、度重なる抵抗を行い征服された後者は別としても、影響力を

行使するのみであった。しかし、ブルゴーニュ公の即位・結婚・葬儀等の宮廷儀礼や金羊毛騎

士団総会、また、各都市固有の宗教儀礼・祝祭、さらには、君主間における外交交渉等々にお

いて、司教や修道院長ら高位聖職者の人的役割と、司教座聖堂や有力修道院・教会機関がもつ

物的・空間的役割の双方の問題が、公国と教会の相互依存関係にかかわっており、この点はさ

らに追究していく必要がある。

6. 公国各領邦の諸都市

さて、前節までの考察で公国内各領邦の中心都市の輪郭は浮彫にしてきたが、それらは公国

全体のどの程度の都市を代表するものと考えられるだろうか。この点を明らかにするために、

ブルゴーニュ公国の中枢にある尚書局によって1464年頃（第�代公フィリップ治世最末期）に

作成された公国全領域を対象とする「全国議会」の招集リストを取り上げたい。この集会自体

は結局実現しなかったが、実現すれば700名以上もの諸身分が参集する壮大なものである。興

味深いのは、この中に領邦毎にリストアップされた諸都市（Bonnes villes）が見出される点であ

る。但し、ここではこれまで考察してきたように領邦中心都市が明らかになる訳ではないし、

作成した側も現代の我々同様に公国全体の中からどの都市に招集をかけるべきか必ずしも明確

な知識を持ち合わせていなかったことも、史料の端々から看取される。そもそも記述のあり方

自体が一貫しておらず、重複すら存在する。各領邦から情報を寄せ集めて作成した感は否めな

い。とはいえ、公国中枢部が公国全体の都市をどのように把握していたかを理解できる数少な

い恰好の史料であることに間違いない76)。

史料全体の構成は次の通りである。①フランドルの諸身分（都市、聖職者、貴族）、②アルト

ワの諸身分（貴族、都市、聖職者）、③エノーの諸身分（都市、貴族、聖職者）、④ブルゴーニュ

公領の聖職者、⑤リル城代管区の貴族、⑥ブローニュの貴族、⑦ピカルディの都市（但し、ア

ルトワ、フランドルの都市も含む）、聖職者、⑧エノーの都市（再）、聖職者、貴族、⑨リル城

代管区の聖職者、貴族、⑩ナミュールの聖職者、都市、貴族、⑪ブローニュの聖職者、都市、

貴族、⑫ブラバントの都市、貴族、⑬ブルゴーニュ公領の都市、⑭ブルゴーニュ伯領の都市、

⑮マコネの都市、⑯シャロレの都市、⑰オセールの都市（但し、オセールとは必ずしも関係な
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い都市が挙がる）、⑱リンブルフおよびルクセンブルクの都市、⑲フランドルの都市（再）、⑳

アルトワの都市（再）、�ブローニュの都市（再）、�ホラントおよびゼーラントの都市、ナ

ミュールの都市（再）、�ピカルディの都市（再、但し、本来のピカルディのみ）、以上である。

このように記述に一貫性がないことから、ここでは、⑧のエノーの都市から㉔ピカルディの

都市までの、公国各領邦の都市を列挙していく（⑩ナミュール・⑪ブローニュは省略し、㉑・

㉓で取り上げる）。

凡例 都市名の後の括弧内に、国名に続いて、フランスの県名ないしはベルギー・オランダ・ドイツの州

名を記す。略号は下記の通りである。なお、都市名については、現在所属する国の公用語での表記を優

先的に記すが、ベルギーの場合は、フラマン語圏ではオランダ語、ワロン語圏ではフランス語を優先的

に記して併記する（但し、この原則が不十分な場合もありうる）。また、オランダの南・北各ホラント州、

北ブラバント州、ベルギーの東・西各フランドル（フランデレン）州の東西南北は、地名に続いてハイフ

ンを付し、それぞれe、w、s、nで表記する。領邦名および都市名の前の数字・アルファベットはこれま

での考察で用いてきたものを踏襲している。

国名 Bベルギー、Dドイツ、Fフランス、Lルクセンブルク、NLオランダ

県名 フランス（北部）Aisneエーヌ、Ardenアルデンヌ、Meuseムーズ、Moselleモーゼル、Ndノール、

PdCパ=ド=カレ、Somソンム

（南部）COコート=ドール、Doubsドゥ、HSオート=ソーヌ、Juraジュラ、SLソーヌ=エ=

ロワール、Yonneヨンヌ

州名 ベルギー Antアントウェルペン、Brabブラバント、Flフランドル、Htエノー、Luxルクセンブル

ク、Namナミュール、Zeゼーラント

オランダ Brabブラバント、Holホラント、Limbリンブルフ、Utユトレヒト

ドイツ Rheinland-Pfalzラインラント=プファルツ

10. エノー伯領（15都市）77）

Q. Mons（B, Ht） R. Valenciennes（F, Nd） Maubeuge（F, Nd） Ath（B, Ht）

Le Quesnoy（F, Nd） Binche（B, Ht） Bavay（F, Nd） Braine-le-Comte（B, Ht）

Hal（B, Brab） Soignies（B, Ht） Bouchain（F, Nd） Avesnes（F, Nd）

Saint-Ghislain（B, Ht） Beaumont（B, Ht） Condé（F, Nd）

8（-9)．ブラバント公領（12都市）78）

O. Leuven / Louvain（B, Brab） N. Brussel / Bruxelles（B, Brab）

Antwerpen / Anvers（B, Ant） ’s-Hertogenbosch / Bois-le-Duc（NL, Brab-n）

Tienen / Tirlemont（B, Brab） Jodoigne / Geldenaken（B, Brab）

Vilvoorde / Vilvorde（B, Brab） P. Maastricht / Maestricht（NL, Limb)

Zoutleeuw / Léau（B, Brab） Lier / Lierre（B, Ant） Turnhout（B, Ant） Nivelles（B, Brab）

�．ブルゴーニュ公領（15都市）79）

A. Dijon（F, CO） B. Beaune（F, CO） Nuits（F, CO） Chalon（F, SL） Autun（F, SL)

Semur-en-Auxois（F, CO） Avallon（F, Yonne） Montbard（F, CO） Châtillon（F, CO)

Saint-Jean-de-Losne（F, CO） Talant（F, CO） Montréal（F, Yonne） Noyers（F, Yonne)

Saulieu（F, CO） Saulx-le-Duc（F, CO）
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2（-3). ブルゴーニュ伯領（20都市）80）

Arbois（F, Jura） Poligny（F, Jura） D. Salins（F, Jura） C. Dole（F, Jura)

Gray（F, HS） Vesoul（F, HS） Jussey（F, HS） Pontarlier（F, Doubs）

Château-Chalon（F, Jura） Quingey（F, Doubs） Besançon（F, Doubs） Montmorot（F, Jura)

Lons-le-Saunier（F, Jura） Orgelet（F, Jura） Saint-Claude（F, Jura） Rochefort（F, Jura)

Bellevesvre（F, SL） Bletterans（F, Jura） Chaussin（F, Jura） Saint-Aubin（F, Jura)

―マコン伯領（�都市）81）

Mâcon（F, SL） Tournus（F, SL） Saint-Gengoux（F, SL） Cluny（F, SL)

―シャロレ伯領（�都市）82）

Charolles（F, SL） Paray-le-Monial（F, SL） Mont-Saint-Vincent（F, SL）

Bourbon-Lancy（F, SL)

―オセール伯領（�都市）83）

Saint-Laurent（F, SL） Auxonne（F, CO） Seurre（F, CO） Louhans（F, SL）

Mirebeau（F, CO） Pontailler-sur-Saône（F, CO)


．リンブルフ公領、13. ルクセンブルク公領（10都市）84）

Bastogne / Bastenaken（B, Lux） Arlon / Aarlen（B, Lux） Thionville（F, Moselle）

Marville（F, Meuse） Virton（B, Lux） Ivois /Yvoy［= Carignan］（F, Arden）

Marche-les-Dames（B, Nam） Bitburg（D, Rheinland-Pfalz） Marche-en-Famenne（B, Lux)

Echternach（L)

4（-6). フランドル伯領（39都市）85）

F. Gent / Gand（B, Fl-e） E. Brugge / Bruges（B, Fl-w）

Dendermonde / Termonde（B, Fl-e) G. Ieper / Ypres（B, Fl-w）

Oudenaarde / Audenarde（B, Fl-e） Kortrijk / Courtrai（B, Fl-w)

Aalst / Alost（B, Fl-e） Geraardsbergen / Grammont（B, Fl-e） Hulst（NL, Ze）

Axel（NL, Ze） Deinze（B, Fl-e） Oudenburg（B, Fl-w） Torhout（B, Fl-w）

Nieuwpoort / Nieuport（B, Fl-w） Dunkerque / Duinkerken（F, Nd） Veurne / Furnes（B, Fl-w)

Bergues / Sint-Winoksbergen（F, Nd） Cassel / Kassel（F, Nd） Roeselare / Roulers（B, Fl-w)

Damme（B, Fl-w） Sluis / L’Ecluse（NL, Ze） H. Lille（F, Nd） I. Douai（F, Nd）

Orchies（F, Nd） Biervliet（NL, Ze） Warneton / Waasten（B, Ht） Ninove（B, Fl-e）

Oostende / Ostende（B, Fl-w） Blankenberge（B, Fl-w） Diksmuide / Dixmude（B, Fl-w)

Bailleul / Belle（F, Nd） Eeklo（B, Fl-e） Aardenburg（NL, Ze） Komen / Comines（F, Nd)

Bourbourg / Broekburg（F, Nd） Gravelines / Greveningen（F, Nd） Kaprijke（B, Fl-e)

Menen / Menin（B, Fl-w） L. Mechelen / Malines（B, Ant)

�．アルトワ伯領（	都市）86）

J. Arras（F, PdC） K. Saint-Omer（F, PdC） Aire（F, PdC） Lens（F, PdC）

Hesdin（F, PdC） Béthune（F, PdC） Bapaume（F, PdC） Lilliers（F, PdC)

―ブローニュ伯領（�都市）87）

Etaples（F, PdC） Samer（F, PdC）? Boulogne（F, PdC） Ardres（F, PdC)

11．ホラント伯領、12. ゼーラント伯領（25都市）88）

Haarlem（NL, Hol-n） Amsterdam（NL, Hol-n） Leiden / Leyde（NL, Hol-s）
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Delft（NL, Hol-s） Gouda（NL, Hol-s） Dordrecht（NL, Hol-s） Rotterdam（NL, Hol-s)

Schoonhoven（NL, Hol-s） S. Den Haag / La Haye（NL, Hol-s） Oudewater（NL, Ut)

Schiedam（NL, Hol-s） Hoorn（NL, Hol-n） Alkmaar（NL, Hol-n） Enkhuizen（NL, Hol-n)

Geervliet（NL, Hol-s） Gorinchem / Gorkum（NL, Hol-s）

Geertruidenberg / Mont-Sainte-Gertrude（NL, Brab-n） Heenvliet（NL, Hol-s）

Brielle（NL, Hol-s） T. Middelburg / Middelbourg（NL, Ze） U. Zierikzee（NL, Ze)

Lagere ? Reimerswaal（NL, Ze） Tholen（NL, Ze） Brouwershaven（NL, Ze)

�．ナミュール伯領（�都市）89）

M. Namur / Namen（B, Nam） Bouvignes（B, Nam） Fleurus（B, Ht）

Gembloux（B, Nam)

―ピカルディ地方［ソンム河諸都市ほか］（11都市）90）

Amiens（F, Som） Abbeville（F, Som） Saint-Riquier（F, Som） Rue（F, Som）

Péronne（F, Som） Montdidier（F, Som） Roye（F, Som） Saint-Quentin（F, Aisne)

Bray-sur-Somme（F, Som） Thérouanne（F, PdC） Doullens（F, Som）

以上、170余りの都市が挙がるが、尚書局がすべての都市を明確に把握していたかどうかは甚

だ疑わしい。また、領邦による偏りや不自然な都市の選択・表記等も散見される。とはいえ、

こと中心的な都市に限ればほぼすべてが記載されており、Vルクセンブルクと、このリスト作

成後に征服されたヘルレのWアルンヘムおよびXズトフェンのみが漏れている。差し詰め、中

央行政が地方行政の末端にまで理解が及ばないということでもあろうか。

7. おわりに

これまで主として4つの視点、即ち①公国内各領邦中心都市、②会計院所在地、③金羊毛騎士

団総会開催地、④ブルゴーニュ公影響下の司教座から、ブルゴーニュ公国およびその影響圏に

おいて移動宮廷と密接にかかわる主要都市を分類・析出してきた。まだ、試行の段階ではある

が、以上の考察を一覧化したのが、表�「�つの指標から見るブルゴーニュ公国の主要都市」

である。

このうち、①〜③は、特に代替わりの契約更改、行政網の展開、あるいは、政治エリート集

団の結束強化など、ある意味対内的な指標となっている。それに対し、④は、ブルゴーニュ公

を都市領主とするか否かは別として、教皇庁に直属するという点で国際的な存在とも言え、君

主家門間での結婚式や外交会談など、冠婚葬祭の中でも対外的な要素を多分に孕むものとなり、

支配の直接・間接は余り重要ではないように思える。もっとも、前者についても、公国支配領

域が漸次的に拡大していく上に、騎士団には併合された領邦の高級貴族や外国君主までもが取

り込まれていくため、対内・対外の区分が必ずしも妥当するという訳でもない。そこがブルゴー

ニュ公国において宮廷と諸都市の関係を考える上で難しい点である。

今後、これらの都市空間内部において、ブルゴーニュ公の移動宮廷と在地社会がどのように

接触・交流していったかについて、より一層都市地誌に分け入り、ブルゴーニュ公の邸宅、儀

礼の舞台となる主たる修道院・教会機関、あるいは公共広場等々を探っていく必要がある。そ

の一方で、ここでは対象外とした公の居城のみに立脚する宮廷都市や、宮廷移動において交通
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の要衝に位置する経由・滞留地（初代・第�代公が国王の臣下として滞在したパリも含む）を

追跡するなど、課題は山積している。

［付記］ 本稿は、JSPS科研費JP16K03117の助成を受けた研究成果の一部である。
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